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平成 23年 2月期第 2四半期連結累計期間の業績予想値と決算値との差異

および通期業績予想の修正並びに営業外費用計上に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 22 年 4 月 14 日に公表しました平成 23 年 2 月期（平成 22 年 3

月 1 日～平成 23 年 2 月 28 日）の第 2 四半期連結累計期間の予想値と決算値との差異が生じ、通期の

連結業績予想、および個別業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

また、営業外費用が発生する予定ですので、併せてお知らせいたします。 

 

記 
 
1. 平成 23 年 2月期第 2四半期連結累計期間の予想値と実績値との差異 

（平成 22 年 3 月 1日 ～ 平成 22 年 8 月 31 日） 
（単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益

前 回 発 表 予 想          （Ａ） 1,850 △130 △110 △70 

実 績 値          （Ｂ） 1,806 △132 △135 △91 

増  減  額         （Ｂ－Ａ） △44 △2 △25 △21 

増 減 率         （％） △2.4 － － － 

（ご参考）前期実績 
（平成 22 年 2 月期第 2四半期期） 

1,616 △58 △86 78 

 
2. 平成 23 年 2月期第 2四半期個別累計期間の予想値と実績値との差異 

（平成 22 年 3 月 1日 ～ 平成 22 年 8 月 31 日） 
（単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益

前 回 発 表 予 想          （Ａ） 210 △60 △50 △50 

実 績 値          （Ｂ） 215 △45 △50 △50 

増  減  額         （Ｂ－Ａ） 5 15 － － 

増 減 率         （％） 2.4 － － － 

（ご参考）前期実績 
（平成 22 年 2 月期第 2四半期期） 

151 △62 △64 △118 

 



 
3. 平成 23 年 2月期通期連結業績予想数値の修正（平成 22 年 3月 1日 ～ 平成 23 年 2月 28 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想          （Ａ） 4,340 20 60 5 

今 回 修 正 予 想          （Ｂ） 4,340 20 40 △15 

増  減  額         （Ｂ－Ａ） － － △20 △20 

増 減 率         （％） － － △33.3 － 

（ご参考） 
前期実績（平成 22 年 2月期） 

3,610 △202 △222 △30 

 
4. 平成 23 年 2月期通期個別業績予想数値の修正（平成 22 年 3月 1日 ～ 平成 23 年 2月 28 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想          （Ａ） 480 10 35 30 

今 回 修 正 予 想          （Ｂ） 480 10 15 10 

増  減  額         （Ｂ－Ａ） － － △20 △20 

増 減 率         （％） － － △57.1 △66.7 

（ご参考） 
前期実績（平成 22 年 2月期） 

314 △124 △125 △184 

 

5. 修正の理由 

【連結】 

第 2 四半期連結累計期間につきましては、利益率の向上を目指し慎重に案件を選別することにより

売上高は減少しましたが、営業利益はほぼ見込みどおりの結果となりました。また、下記のとおり為

替差損を計上する見込みとなったため、経常利益、四半期純利益は共に前回予想を下回る結果となり

ました。 

通期連結業績予想につきましては、第 2四半期連結累計期間の為替差損計上分を修正いたします。 

 

【個別】 

第 2 四半期個別累計期間の売上高につきましては、ほぼ見込みどおりの結果となりました。営業利

益につきましては、当初見込んでいた人材の採用、研究開発等の一部が下期にずれ込むために、予想

を上回る結果となりました。 

通期個別業績予想につきましては、第 2四半期個別累計期間の為替差損計上分を修正いたします。 

 

6. 営業外費用（為替差損）について 

当社は、グループ会社に対して、設備投資資金や運転資金等として、ドル建ての貸付を行っており

ます。為替相場の急激な変動により、為替差損を 19 百万円連結・個別共に計上する結果となりました。 

なお、平成 23 年 2月期末時点の為替相場の変動に伴い、為替差損の額は変動いたします。 

 

以  上 
 

（注）本資料に記載しております業績予想等につきましては、現時点で得られました情報に基づき算定して

おります。実際の業績は、今後様々な要因により本資料の見通しとは異なる結果となる可能性があります。 


